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全国学力・学習状況調査の結果について 
  

平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果が先日、新聞等へ掲載されました。本校児童にはすでに個

人票をお渡ししていますが、学校としての結果をまとめましたので、課題と改善方法も含めてお知らせい

たします。また、全国平均をやや下回っていた項目について、課題と今後の改善方法を記載しました。こ

れらについては適宜授業で取り組み、児童の理解を深めるとともに技能等も習熟させてくようにいたしま

す。また、すでに返却しました個人票の結果とも比べ、家庭での学習の参考にしていただければ幸いです。 

 なお、結果については全国の平均正答率と本校の平均正答率を比較し、3.1 ポイント以上上回るものを

「全国平均に比べ上回る」、3.1 ポイント以下のものを「全国平均より下回る」、±3.0 ポイントの差であ

る場合を「全国平均とほぼ同程度」としています。 

 

【苗穂小学校 国語】 教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

□｢話すこと･聞くこと｣ 

・全国平均に比べ、上回っている。 

□｢書くこと｣ 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

□「読むこと」 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

□「言語事項」 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや上回っている。 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

□｢話すこと･聞くこと｣ 

・全国平均に比べ、上回っている。 

□｢書くこと｣ 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

□「読むこと」 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

小
学
校 

国
語 

●目的に応じて必要な
情報を捉えること。 

 
 
●登場人物の心情につ

いて、情景描写を基
に捉えること。 

 
 
●日常生活で使われて
いる慣用句の意味を
理解し使うこと。 

 
 
●学年別漢字配当表に
示されている漢字を
文の中で使うこと。 

 
 
●話合いの参加者とし
て、質問の意図を捉
えること。 

 
 
●計画的に話し合うた
めに、司会の役割に
ついて捉えること。 

 
 
●目的に応じて、複数
の本や文章などを選
んで読むこと。 

 

○文章の中から目的に
応じて中心となる語
や文、段落を適切に
捉えて読む活動の充
実。 

  
○情景描写着目し、複
数の叙述と関係づ
け、暗示的に表現さ
れている登場人物の
心情を捉えて読む活
動や指導の充実。 

  
○司会者や提案者、参

加者などの役割に基
づいて、立場や意図
を明確にしながら計
画的に話し合うこと
や、自分の考えと比
べ、共通点や相違点、
関連して考えたこと
を整理したり、自分
の考えをまとめたり
する活動の充実。 

  
○伝記に描かれた人物
の行動や生き方と、
自分の経験や考え方
などとの共通点や相
違点を見付け、共感
するところや取り入
れたいところなどを
中心に考えをまとめ
ることなどを通し
て、自分の生き方に
ついて考える活動の
充実。 

本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 



 

【苗穂小学校 算数】 教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

□｢数と計算｣ 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

 

□｢量と測定｣ 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

 

□「図形」 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 

□「数量関係」 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 

 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

□｢数と計算｣ 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 

□｢量と測定｣ 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 

□「図形」 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 

□「数量関係」 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 
 

小
学
校 

算
数 

●1 に当たる大きさを

求める問題を場面に

おける数量の変化を

理解し、数直線上に

表すこと。 

 

 

●小数の除法の意味に

ついて理解するこ

と。 

 

 

●180°の角の大きさ

を理解すること。 

 

 

●180°や360°を基に

分度器を用いて、

180°よりも大きい

角の大きさを求める

こと。 

 

 

●合同な三角形で敷き

詰められた模様の中

に、条件に合う図形

を見出すこと。 

 

 

●示された考えを解釈

し、条件を変更して

数量の関係を考察

し、分配法則の式に

表現すること。 

 

 

●折り紙の輪の色の規

則性を解釈し、それ

を基に条件に合う色

を判断すること。 

○小数の乗法及び除法
の意味についての理
解を深めそれらを用
いたり、計算の意味
や考え方を言葉・
数・式・図・数直線
を用いて考え説明し
たりする学習の充
実。 

 
 
○角の大きさについ
て単位と測定の意
味を理解し、角の大
きさの測定ができ
るようにする指導
と学習の充実。 

 
 
○日常生活の事象を

図形に着目して観
し的確に捉え、それ
らの構成の仕方等
を図形の構成要素
や性質を基に論理
的に考察し、数学的
に表現することが
できる指導と学習
の充実。 
 

 
○幾つかの情報の中

から数の関係を見
付け、ほかの数量や
形、条件等でも、そ
の数量の関係が成
り立つのかという
問いをもって追及
したり、なぜその数
量の関係が成り立
っているのかに興
味をもち、論理的、
発展的に考察し説
明したりできる学
習と指導の充実。 

本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 



 

【苗穂小学校 理科】 教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【領域】 

 

□｢物質｣ 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

 

□｢エネルギー｣ 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや上回っている。 

 

 

 

 

□「生命」 

・全国平均に比べ、上回っている。 

 

 

 

 

□「地球」 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

あるが、やや下回っている。 

 

 
 

小
学
校 

算
数 

●太陽の 1 日の位置の
変化と光電池に生じ
る電流の変化の関係
を目的に合ったもの
づくりに適応できる
こと。 

 例）目的の時間帯だ
けモーターを回すた
め、太陽の 1 日の位
置の変化に合わせた
箱の中での光電池の
適切な位置や向きを
選ぶ。 

 
●より妥当な考えをつ
くりだすために、2つ
の異なる方法の実験
結果を分析して考察
すること。 

 例）海水と水道水を
区別するために、２
つの異なる実験方法
から得られた結果を
基に判断した内容を
選ぶ。 

 
●物を水に溶かしても
全体の重さは変わら
ないことを食塩を溶
かして体積が増えた
食塩水に適応できる
こと。 

 例）食塩を水に溶か
したときの全体の重
さを選ぶ。 

 
●実験結果から言える
ことだけに言及した
内容に改善し、その
内容を記述するこ
と。 

 例)食塩水を熱した
ときの食塩の蒸発に
ついて、実験を通し
て導き出す結論を書
く。 

 

○ものづくりの活動に
おいて、目的を設定
し、計測して制御す
るといった考え方
に基づいた学習活
動となる学習の充
実。必要に応じて、
修正する活動を保
障する授業の改善。 

 
 
○より妥当な考えをつ

くり出すために、１
つの方法の実験結
果だけで分析する
のではなく、２つの
異なる方法から得
られた実験結果を
多面的に分析して
考察する指導と学
習の充実。複数の予
想を出したり、複数
の検証方法が立案
されたりするよう
な場面の保障の重
要性について意識
した授業の改善。 

 
 
○物が水に溶けても水

と物とを合わせた
重さは変わらない
ということについ
て、重さをはかり定
量的な見方を働か
せることができる
ようにしたり、物が
水に溶けるという
ことを絵や図等を
用いて表現するこ
とで質的・実体的な
見方を働かせたり
することができる
ように意識した授
業の改善。 

本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 


